
第２期夢・未来　たからづか創生総合戦略（改訂案）　新旧対照表

(新設）

　国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦
略」 、兵庫県の「第２期兵庫県地域創生戦略」を踏まえ、「宝塚市人口ビジョン 改訂
版」に記す、めざすべき将来の方向　　　　　　　　　　　　　　　　　を実現するため、今後10年
間でめざすべき３つ基本の目標を次のとおり定めます。

第２期夢・未来 たからづか創生総合戦略（以下　「総合戦略」という。）は、国の「ま
ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」 及び兵
庫県の「第２期兵庫県地域創生戦略」を勘案するとともに、「宝塚市人口ビジョン 改
訂版」を踏まえ、本市の地方創生に向けた　　　　　　　　　　　 基本目標、取り組むべき施
策を取りまとめたものです。

2
P.1

（２）計画期間

ただし、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「デジタル田園都市国家構想総
合戦略」 及び兵庫県の「兵庫県地域創生戦略」の改訂や、「第６次宝塚市総合計
画」の見直し等に合わせ、必要に応じて内容を見直すものとします。

ただし、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「まち・ひと・しごと創生総合戦
略」 及び兵庫県の「兵庫県地域創生戦略」の改訂や、「第６次宝塚市総合計画」の
見直し等に合わせ、必要に応じて内容を見直すものとします。

新

P4
３．基本目標

　国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「デジタル田園都市国家構想総合戦
略」 、兵庫県の「第２期兵庫県地域創生戦略」を踏まえ、「宝塚市人口ビジョン 改訂
版」に記す、めざすべき将来の方向や本市の地域ビジョンを実現するため、今後10
年間でめざすべき３つ基本の目標を次のとおり定めます。

P.1
（１）計画の位

置づけ

第２期夢・未来 たからづか創生総合戦略（以下、「総合戦略」という。）は、国の「ま
ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」 及び兵
庫県の「第２期兵庫県地域創生戦略」を勘案するとともに、「宝塚市人口ビジョン 改
訂版」を踏まえ、本市の地方創生に向けた地域ビジョン、 基本目標、取り組むべき施
策を取りまとめたものです。

P.2
（１）地域ビジョ

ン

２．本市の地域ビジョン（目指すべき理想像）
（1）地域ビジョン
　国は、地域が抱える社会課題を踏まえ、地域の個性や魅力を生かした地方創生の
取組を推進していくため、目指すべき理想像として「地域ビジョン」を設定し、地方版
総合戦略を策定することを求めています。
　本市では、「宝塚市人口ビジョン 改訂版」に記載のとおり少子高齢化による人口減
少の緩和や人口構造の変化に適応した持続可能なまちづくりを推進しています。今
後は、デジタル技術も活用しながら、地域と行政や関係者とのつながりをさらに強化
することで、魅力的な地域をつくり、まちに仕事や人流を生み出すこと、子育て世帯に
選ばれるまちづくりを進めること、誰一人取り残されることなく、多様な幸せを追求で
きるまちづくりを加速していくことが重要と考えています。
　また、本市の第６次宝塚市総合計画では、スローガンとして「わたしの舞台はたから
づか」を掲げており、活動・活躍できる場をつくり、暮らしを支え、まちを未来につなげ
ていくとの想いを込めています。本市では、市民との協働のまちづくりを全国に先駆
けて進めており、近年は、多くの企業や大学と包括連携協定を締結し、共創の取り組
みを進めています。
　そこで、本市の総合戦略の地域ビジョンは、「市民をはじめとする多様な主体との協
働・共創により、誰もが活動・活躍でき 、幸せに住み続けられる持続可能なまちづく
り」とします。

旧No. ページ数
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3



新 旧No. ページ数

※ 健康寿命
健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。厚生労働省の「健
康寿命の算定プログラム」を使用し、健康な状態を「日常生活動作が自立している
こと」と規定し、介護保険の要介護度の要介護２～５を不健康（要介護）な状態とし、
それ以外を健康（自立）な状態として算定している。

P5
基本目標1

注釈

(新設）
P5

基本目標1

◆　地域との対話により地域課題を把握し、デジタルの力も活用しながら、課題の解
決を図ります。

◆　宝塚市の子ども、子育て、教育等に関する情報や魅力などについて、様々な媒体
を活用し、市内外に発信することで、若い世代が手軽に情報収集できる環境づくりを
推進します。

※ 健康寿命
健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。

(新設）

7

9
P6

基本目標2
方向性

5
P5

基本目標1

8
P6

基本目標２

6

（ ）



新 旧No. ページ数

＊各種スポーツイベント・教室等の実施
スポーツ施設の整備に努めるとともに、市民大運動会や宝塚ハーフマラソンなどの
大会開催や水泳教室・テニス教室などの教室を実施するなどスポーツを行う機会を
提供し、市民のスポーツ活動の活性化を図ります。

P10
施策１－（1）－

①
主な取組

P10
施策１－（１）－

①

10
P7

基本目標3

11
P7

基本目標3
方向性

◆　社会情勢の変化に対応する、地域経済の再生に向けた対策を推進するとともに、
デジタル技術の導入などにより、産業の競争力やリスク対応力の向上を推進します。

◆　感染症が蔓(まん)延しても、地域経済の再生に向けた対策を推進するとともに、
デジタル技術の導入などにより　産業の競争力やリスク対応力の向上を推進します。

13

14

＊各種スポーツイベント・教室等の実施
スポーツ施設の整備に努めるとともに、市民スポーツ大会開催や水泳教室・テニス
教室などの教室を実施するなどスポーツを行う機会を提供し、市民のスポーツ活動
の活性化を図ります。

12
P8

施策体系



新 旧No. ページ数

＊地域防犯力の向上
防犯講習会の開催や広報活動などの啓発を行い、 地域防犯力向上を図ります。

＊スポーツ関係団体等の支援
スポーツクラブ２１や宝塚市体育協会、宝塚市スポーツ推進委員への支援を通して、
市民スポーツの振興を図ります。

17

P11
施策1-（1）-

②
主な取組

＊救命講習の実施

救急出動件数が増加する中、市民の救命率向上のため、応急手当や心肺蘇生法な
どの救命講習を実施し、病院前救護体制の強化を図ります。

＊救命講習の実施

救急出動件数が増加する中、市民の救命率向上のため、応急手当や心肺蘇生法な
どの救命講習を実施し、年間１万人の受講者数を継続します。

18

P11
施策1-（1）-

②
主な取組

＊地域防犯力の向上
防犯講習会の開催や広報活動などの啓発を行うとともに、デジタル技術の活用も検
討しながら、 地域防犯力向上を図ります。

(新設）

※ 機能別消防分団
火災や風水害などの災害に迅速に出動する消防分団とは異なり、限定した災害にの
み出動する消防分団のこと。本市では、大規模災害時にのみ出動する「大規模災害
団員」と、特殊な機能（ドローン、重機、通訳など）が必要とされる災害現場へ出動す
る「事業所団員」による機能別消防分団が令和2年（2020年）7月に発足した。

＊包括的な健康増進の仕組みづくり【重要取組】
　　　生活習慣改善や健診の受診、スポーツの推進、効果的な情報発信など、包括的
な健康づくりの仕組みをデジタルの力も活用しながら構築します。

20
P12

施策1-（2）-
①

16

19

P10
施策１－（1）－

①
主な取組

P11
施策1-（1）-

②
注釈

※ 機能別消防分団
火災や風水害などの災害に迅速に出動する消防分団とは異なり、限定した災害にの
み出動する消防分団のこと。本市では、大規模災害時にのみ出動する「大規模災害
団員」と、特殊な機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が必要とされる災害現場へ出動する
「事業所団員」による機能別消防分団が令和2年（2020年）7月に発足した。

15

P10
施策１－（1）－

①
主な取組

＊スポーツ関係団体等の支援
スポーツクラブ２１や宝塚市スポーツ協会、宝塚市スポーツ推進委員への支援を通
して、市民スポーツの振興を図ります。



新 旧No. ページ数

24
P14

施策１－（3）－
①

25

P14
施策１－（3）－

①
主な取組

＊身近な地域で支え合う仕組みづくりの推進【重要取組】 ＊身近な地域で支え合う仕組みづくりの推進

26

P15
施策１－（3）－

①
主な取組

＊デジタルデバイドの解消
　　　民間や地域の力を活用しながら、スマートフォン等についての操作方法が分から
ない人向けの講座等を実施することで、デジタルデバイドを解消し、市民がデジタル
で不自由なく情報を得られる環境を整えます。

(新設）

22

P13
施策１－（2）－

②
主な取組

＊公共交通ネットワークの見直し【重要取組】
　　既存の公共交通の維持や利便性の向上を図るとともに、オンデマンド交通などを
積極的に導入することで、地域の実情に応じた新たな移動手段の確保に向けて取り

組みます。

＊公共交通ネットワークの見直し【重要取組】
　　既存の公共交通の維持や利便性の向上を図るとともに、地域の実情に応じた新
たな移動手段の確保を検討します。

23

P13
施策１－（2）－

②
主な取組

＊交通バリアフリーの推進
ノンステップバスなどのバリアフリー車両の導入促進、武田尾駅のバリアフリー化の
推進など、すべての人にやさしい交通環境の整備を進めます。

＊バリアフリー車両の導入促進
ノンステップバスなど　　バリアフリー車両の導入促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によ
り、すべての人にやさしい交通環境の整備に取り組みます。

P13
施策１－（２）－

②

21

（新設）



新 旧No. ページ数

28
P16

施策１－（3）－
②

30
P18

施策２－（１）－
①

31

P18
施策２－（１）－

①
主な取組

＊妊産婦や子ども、家庭への切れ目のない支援の実施 【重要取組】
妊娠期からのさらなる切れ目ない支援の実現に向け、こども家庭センターにおいて、
すべての妊産婦、子ども、子育て世帯に対し、母子保健機能と児童福祉機能による
一体的な相談支援や情報提供を行います。また、保健、医療、福祉、教育の各分野の
連携を進め、情報を共有し、互いの専門性を活かしながら協力して適切な支援に取
り組みます。

＊妊産婦や子ども、家庭への切れ目のない支援の実施【重要取組】
妊娠・出産・子育てに関する相談支援や情報提供を行います。また、すべての子ども
と家庭に対する妊娠期からの切れ目のない支援体制を構築するため、児童福祉・保
健・教育の各部門の連携を強化し、ワンストップで対応できる相談窓口の機能を有し
た子ども家庭総合支援拠点の設置及び相談体制の充実を図ります。

29

P16
施策１－（3）－

②
主な取組

＊地域ごとのまちづくり計画の実現に向けた取組の推進【重要取組】
計画の実現に向け、地域と行政が調整を図りながら進めていく仕組みを構築し、地
域と協働で取組を進めます。地域課題の解決にあたっては、デジタル手法の導入も
検討します。

＊地域ごとのまちづくり計画の実現に向けた取組の推進
計画の実現に向け、地域と行政が調整を図りながら進めていく仕組みを構築し、地
域と協働で取組を進めます。

27

P15
施策１－（3）－

①
主な取組

＊多文化共生社会への取組
　今後の外国人人口の増加を見据え、外国人の現状や課題を把握する仕組みづくり
を進めるとともに、外国人が行政情報や生活ルール、地域活動などの情報が得られ
るよう、必要な情報の集約、多言語化を進めます。
　また、多文化共生や異文化相互理解を推進し、歴史や文化、習慣、違いを認め、尊
重する社会を構築します。

(新設）



新 旧No. ページ数

36

P19
施策２－（１）－

②
主な取組

＊子どもに関する情報の発信 【重要取組】
子ども、子育て、教育等に関する情報を、様々な媒体を活用しながら、市内外に発信
します。

(新設）

35

P19
施策２－（１）－

②
主な取組

＊地域における子育ての相互援助活動
　　　地域で安心して子育てができる環境を確保するため、教育・保育等の様々なニー
ズの支援の一助として、ファミリーサポートセンター事業による子育ての相互援助を
図ります。
　　　また、地域活動や子ども向けイベント等に協力しやすい環境をつくることで、地域
での子育てを促進します。

＊地域における子育ての相互援助活動
　　　地域で安心して子育てができる環境を確保するため、教育・保育等の様々なニー
ズの支援の一助として、ファミリーサポートセンター事業による子育ての相互援助を
図ります。

32

P18
施策２－（１）－

①
主な取組

＊福祉医療費助成制度の適切な運営
乳幼児等・こども医療費助成制度の充実と適切な運営に努めます。

＊福祉医療費助成制度の適切な運営
乳幼児等・こども医療費助成制度の充実　　　　　　　　　　に努めます。

33

P18
施策２－（１）－

①
注釈

※こども家庭センター
全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対し、母子保健・児童福祉の両機能が一体的
に相談支援を行う機関。令和４年（2022年）６月に成立した改正児童福祉法におい
て市町村は設置に努めることとされた。

※ 子ども家庭総合支援拠点
平成28年(2016年)改正児童福祉法において市町村に設置することが努力義務と
された拠点で、すべての子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、実情の把握、情
報の提供、相談、調査、指導、関係機関との連絡調整その他の必要な支援を一体的
に担う。市町村は、コミュニティを基盤としたソーシャルワークの機能を担い、必要な
支援に係る業務全般を行う。

34
P19

施策２－（１）－
②
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38

P20
施策２－（２）－

①
主な取組

＊放課後児童健全育成事業の低学年の待機児童解消【重要取組】
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　宝塚市子ども・子育て支援事業計画に基づき、低学年で供給
不足の多い学校区を優先に、　　　　　　　　民間放課後児童クラブ等の受入枠の拡充に
より、待機児童解消を目指します。また、長期休業期間中の地域児童育成会の受入

の拡充等について検討します。

＊放課後児童健全育成事業の低学年の待機児童解消
　　　待機状況に応じて、民間放課後児童クラブの増設等により受入枠の拡充を図っ
ています。今後も、宝塚市子ども・子育て支援事業計画に基づき、低学年で供給不足
の多い学校区を優先に、原則として民間放課後児童クラブ　　の実施により　待機児
童解消を目指します。

39
P21

施策２－（２）－
②

37

P20
施策２－（２）－

①
主な取組

＊保育施設の待機児童解消
　
　　　　　　　　　　　宝塚市子ども・子育て支援事業計画に基づき、さらなる認可保育所の
受入枠拡充等の方策により、待機児童解消を図ります。

40
P22

施策２－（２）－
③

41

P22
施策２－（２）－

③
主な取組

＊女性の労働環境の改善
　　男女共同参画センターで実施している女性のための相談事業の充実など、市民・
事業所等との連携による施策を推進します。
　　また、市内企業の女性が働きやすい環境づくりを促進します。

＊女性の労働環境の改善
　　男女共同参画センターで実施している女性のための相談事業の充実など、市民・
事業所等との連携による施策を推進します。

＊保育施設の待機児童解消【重要取組】
　　　　待機児童解消を目指して、認可保育所の整備を中心に受入枠の拡充に取り組
んでいます。宝塚市子ども・子育て支援事業計画に基づき、さらなる認可保育所の受
入枠拡充等の方策により、待機児童解消を図ります。

42

P22
施策２－（２）－

③
主な取組

＊女性のネットワークづくり
　　　市内で活躍している女性等の活動を発信、共有することで、多くの女性が活躍で
きる環境づくりを進めます。

(新設）
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43
P23

施策２－（3）－
①

44

P23
施策２－（3）－

①
主な取組

＊学校トイレの洋式化
　　　現在は、家庭用トイレの洋式化が進み、和式便器の使用方法が分からない児童
が増えています。そのため、和式便器の使用を避けることから、結果としてトイレを我
慢するなど、児童生徒の健康面への影響が指摘されています。引き続き、学校トイレ
の洋式化を推進し
　　　　　　　　　　ます。

＊学校トイレの洋式化
　　　　現在は、家庭用トイレの洋式化が進み、和式便器の使用方法が分からない児童
が増えています。そのため、和式便器の使用を避けることから、結果としてトイレを我
慢するなど、児童生徒の健康面への影響が指摘されています。引き続き、学校トイレ
の洋式化を推進し、洋式化率を現在の70%から90%に引き上げることを目標に取
組を進めます。

45

P23
施策２－（3）－

①
主な取組

＊屋内運動場への空調設備の整備
　　　熱中症予防のため、小中学校屋内運動場に冷暖房空調設備を整備します。

(新設）
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＊教育支援センター(適応指導教室)小学部の開設
　　　不登校状態にある小学生に対する支援のひとつとして、令和4 年度（2022 年
度）より旧小浜工房館を教育支援センターとし、子どもが安心して通える居場所とし
て提供することを目指します。そこでは同世代をはじめとする人との関わりを通じて自
分らしく社会とつながり生活する力を高めます。

47

P24
施策２－（3）－

②
主な取組

＊教育支援センター(小学部「CoCoたからづか」、中学部「Palたからづか」)
　　　不登校状態にある児童生徒にとって安心できる居場所をつくるとともに、集団活
動や学習活動を通して生活習慣等の定着を図ります。また、同世代をはじめとする人
との関わりを通じて社会性や自主性を育むことにより、自分らしく社会と繋がり生活
する力や個々の目指す進路を実現する力を高めます。

48

P24
施策２－（3）－

②
主な取組

＊生徒がいきいきと活動できる部活動のありかたの改革
本市における中学校部活動の実態について正確に把握しながら、その教育的効果
が最大限に発揮されるような環境を整えるとともに、生徒が主体となった部活動を運
営し、各自で設定した目標の達成をサポートする体制を確立します。また、部活動に
おける選択肢の維持、拡充及び教職員の働き方改革の推進を図るため、中学校部
活動の地域移行に取り組みます。

＊生徒がいきいきと活動できる部活動のありかたの改革
本市における中学校部活動の実態について正確に把握しながら、その教育的効果
が最大限に発揮されるような環境を整えるとともに、生徒が主体となった部活動を運
営し、各自で設定した目標の達成をサポートする体制を確立します。

46
P24

施策２－（3）－
②
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52

P26
施策２－（4）－

①
主な取組

＊第二庁舎・ひろばの利活用の推進
　　新たに整備した第二庁舎・ひろばについて、市民の新たな集いや活動の場となる
よう、利活用を推進します。

＊新庁舎・ひろば整備（ＮＴＮ株式会社宝塚製作所跡地の利活用）の推進
　　平時には市民の新たな憩いや集い、活動となる場であり、緊急時には避難場所に
も活用できるように整備します。

50

P25
施策２－（3）－

③
主な取組

＊ボランティアによる学校支援活動の促進
　　市内各校に地域学校協働本部を設け、学校の支援ニーズに応じたボランティアに
よる支援活動を促進します。

＊ボランティアによる学校支援活動の促進
　　市内各校に学校支援地域本部を設け、学校の支援ニーズに応じたボランティアに
よる支援活動を促進します。

49
P25

施策２－（3）－
③

51
P26

施策２－（4）－
①



新 旧No. ページ数

55

54

P28
施策２－（4）－

③
主な取組

＊温室効果ガス排出量の削減【重要取組】
　　　住宅や事業所における再生可能エネルギーの導入や高効率設備への更新等を
促進し、市域の温室効果ガス排出量の削減を図ります。
　　　市有施設における再生可能エネルギーの導入や高効率設備への更新、ZEB化、
公用車のEV化を推進し、事務事業の温室効果ガス排出量の削減を図ります。
＊生物多様性の保全
　　　希少な生物や主な外来生物を含む自然環境の状況、保全活動の機会などを積
極的に周知し、生物多様性に関心を持ち、保全に取り組む人を増やします。
＊環境保全活動を担う人材の育成
　　　環境保全活動団体と協働し、公開講座や自然観察会の開催、外来種駆除活動
の機会の提供等により、自然に関心を持ち、環境保全に取り組む人を増やします。

53
P28

施策２－（4）－
③

（新設）

P28
施策２－（4）－

③
注釈

※ZEB

Net　Zero　Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、「ゼブ」と
いう。快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収
支をゼロとすることを目指した建物。

（新設）

（新設）
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58
P31

施策3－（1）－
②

56
P30

施策3－（1）－
①

57

P30
施策3－（1）－

①
主な取組

＊モノ・コト・バ宝塚による情報発信の充実【重要取組】
　　　「モノ・コト・バ宝塚」選定資源を組み合わせ、伝えたい魅力をストーリー（物語）
化し、            小冊子（ムック本）やウェブ（ＳＮＳ）などを通じて市内外へ発信します。
また、ウェブを活用しアンケート等を実施するなど双方向の情報伝達の強化に努めま
す。

＊モノ・コト・バ宝塚による情報発信の充実【重要取組】
　　　「モノ・コト・バ宝塚」選定資源を組み合わせ、伝えたい魅力をストーリー（物語）
化し、発信します。小冊子（ムック本）やウェブ（ＳＮＳ）などを通じて市内外へ発信しま
す。

61

P32
施策３－（１）－

③
主な取組

＊農業や花き・植木の魅力に触れ、知る機会の創出
　　　本市発祥の接木技術を通して発展した花き・植木産業や農業の魅力を知ってい
ただくため、講習会の実施や情報発信の強化に努めます。また、市花ダリアを多くの
方に知っていただくため、ダリアの魅力を発信するとともに、ダリアを用いて開発され
た特産品の販売機会の創出に努めます。

＊「花き・植木」に触れ、知る機会の創出
　　　「農」に関する講習会の実施や、本市発祥の接木技術を通して発展した花き・植
木産業や北部でのダリア栽培の歴史の伝承に努め、栽培事業継承への支援に努め
ます。

＊「花の里西谷」「木接太夫ブランド」をはじめとする宝塚ブランドの推進
　　　　既存特産品のＰＲや販路拡大に加え、新たな商品開発にも支援を行います。ま
た、農業者や園芸（花き・植木）業者などと異業種交流を活性化させ、新たな商品開
発や既存商品の販路拡大を目指します。

60
P32

施策３－（１）－
③

59

P31
施策3－（1）－

②
主な取組

＊市内産農作物を活用した宝塚ブランドの推進
　　　既存特産品のＰＲや販路拡大に加え、新たな商品開発にも支援を行います。ま
た、農業者や園芸（花き・植木）業者などと異業種交流を活性化させ、新たな商品開
発や既存商品の販路拡大を目指します。

（新設）
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65

P36
施策３－（２）－

②
主な取組

＊郷土資料のデジタルアーカイブの充実
　　　インターネットを利用して、郷土の歴史資料を閲覧し　　、楽しみながら学ぶことが
出来る、「　　　　たからづか　　　　　　デジタルミュージアム」の内容を充実させ、発信を
強化します。

＊郷土資料のデジタルアーカイブの作成
　　　インターネットを利用し　、郷土の歴史資料を閲覧したり、楽しみながら学ぶことが
出来る、「（仮称）たからづか郷土資料デジタルアーカイブ」を開設し、情報を発信し
ます。

63
P34

施策３－（１）－
⑤

64

P36
施策３－（２）－

②

62
P33

施策３－（１）－
④
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68

P37
施策３－（3）－

①
主な取組

＊観光情報の積極的な発信【重要取組】
　　　ターゲットやニーズを明確にし、周辺地域との広域連携などによる効果的な情報
発信を行うことで、国内外からの誘客を図ります。また、パンフレットはもとより、ＨＰ・Ｓ
ＮＳ等を活用するなどデジタル化の推進を図り、リアルタイムな情報発信に取り組み
ます。

＊観光情報の積極的な発信
　　　ターゲットやニーズを明確にし、周辺地域との広域連携などによる効果的な情報
発信を行うことで、国内外からの誘客を図ります。また、パンフレットはもとより、ＨＰ・Ｓ
ＮＳ等を活用し、リアルタイムな情報発信に取り組みます。

69

P37
施策３－（3）－

①
主な取組

＊来宝者に向けたインフラ整備
ＨＰ・ＳＮＳ等を活用したまちめぐり案内をはじめとする観光案内機能の充実に加え、
キャッシュレス化の促進など、時代の変化に合わせた基盤整備を図ります。

＊来宝者に向けたインフラ整備
ＨＰ・ＳＮＳ等を活用したまちめぐり案内をはじめとする観光案内機能の充実に加え、
新しい生活様式に沿うキャッシュレス化の促進など、時代の変化に合わせた基盤整
備を図ります。

66
P37

施策３－（3）－
①

67

P37
施策３－（3）－

①
主な取組

＊ウェルネスツーリズムの促進

　　　「ウェルネスを実現するまち、たからづか」をコンセプトに、歌劇、温泉、植木、歴
史、文化、自然など、魅力ある観光資源を組み合わせたコンテンツ開発に取り組み、
市民も来宝者も「こころ」も「からだ」も豊かになるまちを目指します。

＊ウェルネスツーリズムの促進【重要取組】

　　　「ウェルネスを実現するまち、たからづか」をコンセプトに、歌劇、温泉、植木、歴
史、文化、自然など、魅力ある観光資源を組み合わせたコンテンツ開発に取り組み、
市民も来宝者も「こころ」も「からだ」も豊かになるまちを目指します。

70
P38

施策３－（4）－

①

＊移住希望者と北部地域とのマッチング等を行う体制の構築
　　　北部地域においてまちづくり協議会が主体となって実施する、移住者を受け入れ
る体制の構築、移住相談窓口の設置、情報発信ツールの確立等の取組に対して支
援を行います。

71

P38
施策３－（4）－

①
主な取組

＊移住希望者と北部地域とのマッチング等を行う体制の構築、運営
　　　北部地域においてまちづくり協議会が主体となって実施する、移住者を受け入れ
る体制の構築、移住相談窓口の設置、情報発信　　　　　　　　　　等の取組に対して支援
を行います。
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78
P41

施策３－（4）－
④

75

P39
施策３－（4）－

②
主な取組

＊市内産農産物を活用した宝塚ブランドの推進
　　　既存特産品のＰＲや販路拡大に加え、新たな商品開発にも支援を行います。ま
た、農業者や園芸（花き・植木）業者などと異業種交流を活性化させ、新たな商品開
発や既存商品の販路拡大を目指します。

＊「花き・植木」に触れ、知る機会の創出
　　　「農」に関する講習会の実施や、本市発祥の接木技術を通して発展した花き・植
木産業や北部でのダリア栽培の歴史の伝承に努め、栽培事業継承への支援に努め
ます。

76
P40

施策３－（4）－
③

77

P40
施策３－（4）－

③
主な取組

＊農業や花き・植木の魅力に触れ、知る機会の創出
　　　本市発祥の接木技術を通して発展した花き・植木産業や農業の魅力を知ってい
ただくため、講習会の実施や情報発信の強化に努めます。また、市花ダリアを多くの
方に知っていただくため、ダリアの魅力を発信するとともに、ダリアを用いて開発され
た特産品の販売機会の創出に努めます。

＊「花の里西谷」「木接太夫ブランド」をはじめとする宝塚ブランドの推進
　　　既存特産品のＰＲや販路拡大に加え、新たな商品開発にも支援を行います。ま
た、農業者や園芸（花き・植木）業者などと異業種交流を活性化させ、新たな商品開
発や既存商品の販路拡大を目指します。

74
P39

施策3－（4）－
②

73

P38
施策３－（4）－

①
主な取組

＊北部地域の集客施設等の情報発信
　　　北部地域にある集客施設やイベント情報等を発信するサイトを市HPに開設しま
す。

（新設）

72

P38
施策３－（4）－

①
主な取組

＊合併処理浄化槽の設置推進
　　　北部地域の振興につながる店舗等の施設の開設や移住・定住の促進のため、
合併処理浄化槽の設置補助の拡充を行います。

（新設）
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79

P41
施策３－（4）－

④
主な取組

＊宝塚自然の家における事業拡充

　　宝塚自然の家において、地域住民や関係団体との協働による西谷地区の特色あ
る自然体験活動、地域活性化事業の促進とあわせて、学校教育との連携に取り組み
ます。

＊宝塚自然の家における事業拡充
　　令和3年度（２０２1年度）に敷地内にログハウスを建築し、来場者の利用促進を
図ります。
　　令和4年度（２０２2年度）から指定管理者制度を導入し、アスレチックコースの充
実や宝塚自然の家において、地域住民や関係団体との協働による
　　　自然体験活動、地域活性化事業の促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に取り
組みます。
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1 P3

地域ビジョン
本市の総合戦略の地域ビジョンは、「市民をはじめとする多様な主体との協働・共創
により、誰もが活動・活躍でき、幸せに住み続けられる持続可能なまちづくり」としま
す。

(新設）

2
P3

計画の構成
要素

4
P6

施策体系

（重要取組を変更しました。）

3
P6

施策体系

（基本的方向「（４）子育て世代にも選ばれる魅力的な住環境の形成」に「③豊かな
環境の保全と継承」を追加しました。）


